
Ⅰ．はじめに

　近年の材価の長期低落と労働力の減少に伴い，間伐時期を迎え
ても間伐されない人工林が増加している。このような林分は風害
に弱く，下層植生が発達せず公益的機能の低下が懸念される。
「巻枯らし間伐」は，そのような間伐手遅れ林分に対して少ない
労力で適正密度まで誘導できる手法とされている（3）（4）。筆
者は夏期（６～９月）におけるヒノキの巻枯らし間伐の剥皮処理
時間は個体によって差があること，剥皮が困難な木は，剥皮が容
易な木に比べて胸高直径が比較的小さいこと，剥皮が容易な木は
胸高直径が２０cmまでは処理時間がほぼ一定であることを明らか
にした（5）。今回，時期別の巻枯らし間伐処理時間等について
調査を行ったので，その結果について報告する。

Ⅱ．調査地及び調査方法

１．月別巻枯らし間伐剥皮処理時間調査
　調査地は本試験場実験林内３２年生のヒノキ林で面積は０．４９ha
である。林分内に１００m２（１０×１０m）の標準地を設定した。調査地
の概況を表－１に示す。
　調査は平成１７年６月～平成１８年５月の間で実施した。まず林分
内に２残１伐の間隔で巻枯らし間伐を行う列を設定した。この設
定を行った理由は胸高直径階ごとの林分構成に合ったデータを集

めるためである。次に平成１７年６月～９月の間は毎月１０本ずつ巻
枯らし間伐を行い，同年１０月～平成１８年５月の間は胸高直径階の
本数割合に合わせて３０本の巻枯らし間伐を行った。３０本の直径階
別本数内訳を表－２に示す。

　また，１０本調査と３０本調査のそれぞれの胸高直径について母平
均の差に関する検定を行ったところ，有意差はなかった（p＜
０．０５）。
　調査方法は同じ作業員１名で巻枯らし間伐を行い，１本ずつの
剥皮処理時間を測定した。巻枯らしの方法は，胸高部分（地上高
約１．２m）にカマで傷を付け，そこから下の樹皮をヘラで根元に
向けて全て剥いだ。用いたカマとヘラは高知県で使用されている
ものである（正義鍛造所作製）。
２．月別巻枯らし間伐処理木の葉色変化調査
　１．で実施した巻枯らし間伐処理木の葉色の変化を処理木の枯
れるスピードと考え，処理後６ヶ月と１２ヶ月で調査した。調査
は肉眼で処理木の葉の色が赤く変化しているかを確認し，変色が
無ければ「変化無し」，一部赤くなっていれば「一部変色」，全て
変色もしくは落葉していれば「変色」とした。

Ⅲ．結果と考察

１．月別巻枯らし間伐剥皮処理時間調査
　１）剥皮処理時間
　平成１７年６月～９月までの月毎の剥皮処理時間を図－１，同年
１０月～平成１８年５月の月毎の剥皮処理時間を図－２に示す。図内
の縦線は最大値～最小値，箱状グラフの上限下限はそれぞれ７５％
点，２５％点を，白い点は中央値を示している。図－１，図－２よ
り６月～９月までの間の処理時間は最長で５分程度と，１０月～２
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表－１．調査地の概況
測定値及び割合項　　目

２４００立木本数（本/ha）
１４．５—————９．０～２４．３

平均—————最小～最大胸高直径（cm）

１３．７—————１０．２～１６．６
平均—————最小～最大

樹高（ｍ）

９４　形状比（平均樹高/平均胸高直径）
３０．９傾斜（度）
　４．２　　～１０．０cm
５４．２１０．１～１５．０cm

胸高直径別本数割合（％） ３３．３１５．１～２０．０cm
　８．３２０．１cm～　　

表－２．胸高直径階別調査本数
本数胸高直径階（cm）
３　　～１０．０
１５１０．１～１５．０
９１５．１～２０．０
３２０．１～



月までと比べると多少差はあるものの，比較的短い。１０月～２月
の剥皮処理時間は９月までと比べて長く１月では１本あたりの時
間が最長３０分を越えたものまであった。
　筆者は，６月～９月までの剥皮処理時間は個体によって差があ
る（5）としたが，１０月～２月の処理時間と比べると，その差は
かなり小さい。そして，３月になると剥皮処理時間は再び大幅に
短くなり，５月までその傾向は続いた。このことから，巻枯らし
間伐の剥皮処理時間は３～９月までが短いと考えられる。
　２）剥皮処理時間に影響を与える因子
　剥皮処理時間は，形成層の活動と密接な関係があり，冬期は形
成層始原細胞の細胞壁が固く剥皮しにくいが，春が近づくにつれ
て細胞壁は軟弱になり，細胞分裂が盛んになる頃には簡単に樹皮
が剥げる（2）とされている。そこで一般的に生長期と考えられ
る３～８月と，それ以外の９～２月までのそれぞれの月平均気温
および月降水量と平均剥皮処理時間との関係を図－３～６に示す
（但し，平成１７年７月３１日～１０月１２日までは落雷による計測機械
故障のため，ながさき農林業総合情報システム（1）試験場メッ
シュデータによる推計値を使用）。
　図－３，４より９～２月にかけては気温と剥皮処理時間との間
に相関関係が認められ，図－５，６より，３～８月においては降
水量と剥皮処理時間との間に相関関係が認められた。データ数は
少ないが，生長期には剥皮時間は月降水量に影響を受けており，
休眠期に向かうにつれて気温に影響を受けていると考えられる。
２．巻枯らし間伐処理後の葉色変化調査
　図－７に，剥皮後６ヶ月の葉色変化を示す。１月と１０月処理以

外の処理区で何らかの変色が確認されたが，半数以上の処理木で
変色が確認されたのは５～８月処理であった。１．の剥皮処理時
間の短かった３月～９月のうち，葉色変化の遅い処理区すなわち
３月，４月，９月があった。この原因は不明だが，３月～４月と
９月はそれぞれ生長期と休眠期の最初であるため，植物の生理的
な要因が関係しているのではないかと思われる。次に５～８月処
理木の変色状態と胸高直径との関係を図－８に示す。図－１，２と
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図－１．月別剥皮処理時間Ⅰ

図－２．月別剥皮処理時間Ⅱ

図－３．月平均気温（３～８月）と平均剥皮処理時間

図－６．月降水量（９～２月）と平均剥皮処理時間

図－４．月平均気温（９～２月）と平均剥皮処理時間

図－５．月降水量（３～８月）と平均剥皮処理時間



同様に図内の縦線は最大値～最小値，箱状グラフの上限下限はそ
れぞれ７５％点，２５％点を，白い点は中央値を示している。
　図－８より，完全に葉が変色した処理木は胸高直径が小さい傾
向があり，それぞれの胸高直径について母平均の差に関する検定
を行ったところ有意差が認められた（p＜０．０５）。胸高直径が小
さい木は林内で被圧されている木が多いため，巻枯らし間伐によ
り速く枯れたのではないかと思われる。次に図－９に剥皮後
１２ヶ月の処理木の葉色変化を示す。
　図－９より３月と１２月処理で７割程度の葉色変化が確認され，
それ以外の処理区では８割以上の葉色変化が確認された。これら
の結果から，多くの巻枯らし間伐処理木は処理後１２ヶ月経てば
処理時期にかかわらず枯れが進むと思われる。
　間伐不足林は林内が暗く林床植生が貧弱で土壌流亡が進むため，
なるべく速く処理木を枯らし，林内に光を入れることが必要であ
る。また，剥皮処理時間の結果とあわせて考えると，巻枯らし間
伐の作業適期は５～８月頃と考えられる。しかし，この時期は本
県のキバチ類（Hymenoptera：Siricidae）の発生時期と重なる
（6）ため，キバチ類の影響については今後検討したい。
　

Ⅳ．おわりに

　今回の調査で巻枯らし間伐の剥皮作業時間が短いのは３～９月
であること，剥皮時間は形成層の細胞分裂が盛んな時期は月降水
量に影響を受けており，休眠期に向かうにつれて気温に影響を受
けていると考えられること，胸高直径が小さい木ほど速く枯れる
傾向があること，剥皮後速く枯れ始めるのは５～８月処理であり，
速く処理木を枯らし，林内に光を入れたい場合の作業適期はこの
時期であること等が判明した。今後は巻枯らし間伐がキバチ類の
発生に与える影響，巻枯らし間伐後の林床植生変化や土壌流亡等
との関係，残存木の成長量等を明らかにし，本県に適した巻枯ら
し間伐法を開発したい。
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図－７．処理時期別葉色変化（６ヶ月後）

図－８．葉色変化と胸高直径（６ヶ月後）

図－９．処理時期別葉色変化（１２ヶ月後）




